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日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
開
催

　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
希
望
す
る
人
が
対
象
で
す
。

　
▼
日
時　
５
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　
▼
場
所　
多
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー　
▼
問
い
合
わ
せ　
八
千
代
市
国
際
交
流
協
会
（
７
５
２
）

０
５
９
３
（
火
曜
・
木
曜
日
の
み
）
か
、
総
合
企
画
課
（
４
８
３
）１
１

５
１　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
総
合
企
画
課
）

国
際
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す

　
八
千
代
こ
ど
も
国
際
平
和
文
化
基
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、
国
際
平
和
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま

す
。
対
象
者
は
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
。入
選
者
60
人

を
表
彰
し
ま
す
。中
学
２
年
生
の
入
選
者
と
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
、
八
千
代
こ
ど
も
親
善
大
使
を
選
考
し
、
タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
都
へ

派
遣
し
ま
す
。
入
選
し
た
作
品
は
作
文
集
と
し
て
、
31
年
３
月
に
発
行
す

る
予
定
で
す
。

　
▼
内
容　
課
題
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
シ
ュ
ヌ
ン
シ
ュ
ヌ
ン（
聞
い
て
く
だ
さ
い
）－

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

－

」
を
見
て
小
学
生
は
考
え
た
こ
と
を
、

中
学
生
は
今
自
分
が
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら

自
分
が
世
界
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
い　

▼
応
募
方
法　

５
月
10
日
㈭
必
着
で
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め
、

教
育
委
員
会
指
導
課
へ
。
市
内
小
・
中
学
校
に
は
、
課
題
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
原
稿

用
紙
を
配
布
し
ま
す
。
市
外
通
学
者
に
は
課
題
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
と
原
稿
用

紙
の
配
付
を
行
い
ま
す　
▼
発
表　
７
月
初
旬
に
本
人
に
通
知 （
指
導
課
）

看
護
師
等
修
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

　
看
護
師
等
修
学
に
必
要
な
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。
原
則
返

還
が
必
要
で
す
が
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、
貸
付
金
の
返
還

を
猶
予
・
免
除
し
ま
す
。

　
▼
対
象　
看
護
師
等
養
成
施
設
に
在
学
し
、
将
来
市
内
で
看
護
師
な
ど

の
業
務
に
従
事
す
る
意
志
の
あ
る
人　
▼
募
集
人
数　
５
人
程
度　
▼
貸

付
額　
大
学
、
大
学
院
、
助
産
師
学
校
…
月
５
万
円
。
看
護
師
養
成
所
・

准
看
護
師
養
成
所
…
月
３
万
円　
▼
申
し
込
み　
申
請
書
に
必
要
な
書
類

を
添
付
し
、
５
月
16
日
㈬
必
着
で
〒
２
７
６

－

８
５
０
１
市
役
所
健
康
福

祉
課
に
郵
送
か
持
参
。
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
。
申
請
書
は
同
課
窓
口

で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
同
課
へ 　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
課
）

被
爆
体
験
講
話
の
動
画
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
核
兵
器
の
脅
威
や
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
小
・
中
学
校
で
被
爆
体
験
講
話
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
動
画
を
Ｙユ

ー
ｏ
ｕ 

Ｔチ

ュ

ー

ブ

ｕ
ｂ
ｅ
に
公
開
し
ま

し
た
。
３
人
の
被
爆
体
験
者
な
ど
が
、
当
時
の
様
子
や
、
平
和
へ
の
想
い

を
語
っ
て
い
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
か
ら
も
移
動
し
て
見
ら

れ
ま
す
）
。
動
画
は
約
40
分
。　
　

 　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
企
画
課
）

　30年度予算が第１回定例会で可決されました。
　一般会計の当初予算総額は前年度に比べて5.0%増の555億
3,800万円です。子ども・子育て支援や公共施設の老朽化対応、
安心・安全施策に配慮した予算編成をしました。
　※金額の単位をそろえるため、原則１万円未満を四捨五入したため、
公表しているほかの資料と異なる場合があります。

30年度当初予算の総額は1,006億6,851万円

歳 出 　保育士に対する処遇改善などの補助費等や小・中学校のＩＣＴ教育ネッ
トワークシステムの運用管理などの物件費、東消防署建設工事などの普
通建設事業費が増額となっています。グラフの（ ）内は前年度比。

一人当たりに換算すると…

28万960円/人
前年度 26万9,886円/人

14万5,030円/人
前年度 14万4,109円/人

民生費
教育費
総務費
公債費
衛生費
土木費
消防費
その他

12万1,460円
3万7,531円
3万   527円
2万8,819円
2万6,321円
1万5,730円
1万3,834円

6,738円
※平成29年12月末現在（197,672人）を基に一人当たりの予算額を計算しています。

歳出
（性質別経費）
555億3,800万円

（5.0％増）

歳出
（目的別経費）
555億3,800万円

（5.0％増）

扶助費

150億4,192万円（4.6％増）

児童や高齢者、障害者などを支援する
ための経費

人件費

111億2,905万円（0.1％増）
職員給与や議員報酬など

物件費

106億4,862万円（2.1％増）
消耗品や備品の購入費、委託料など

公債費

56億9,665万円（3.7％増）
市債の償還に要する経費

繰出金

49億2,622万円（2.4％増）
特別会計へ支出する経費

その他

４億2,452万円（2.1％増）
貸付金など

積立金

5,441万円（126.8％増）
基金への積み立て

維持補修費

２億3,912万円（8.5％減）
公共施設などの維持管理に要する経費

補助費等

28億3,979万円（16.2％増）
負担金や補助金など

普通建設事業費

45億3,770万円（29.3％増）
道路、学校など公共施設の建設など

民生費
240億923万円
（0.0％増）

教育費
74億1,890万円
（22.0％増）

総務費
60億3,436万円
（7.0％増）

公債費
56億9,665万円（3.7％増）

その他
13億3,183万円（2.6％減）

消防費
27億3,457万円
（29.8％増）

土木費
31億950万円（3.1％減）

衛生費
52億296万円（4.4％増）

高齢者・障害者・児童の福祉など

学校の管理運営や整備、文化・スポーツ振興など

市の運営や市民活動、防犯・防災など

長期借入金の返済金など

医療、保健、ごみ処理、環境保全など

道路、橋、公園の整備など

消防活動や施設の維持・管理、救急活動など

議会や農業・商工振興など  

  

予算額（一般会計） 市税額

■市の予算

区分 予算額 対前年
度比

①一般会計 555億3,800万円 5.0％増
②
特
別
会
計

国民健康保険
事業 178億4,820万円 17.8％減

介護保険事業 115億6,540万円 7.4％増
墓地事業 6,134万円 18.3％増
後期高齢者
医療 23億2,201万円 9.8％増

小計 317億9,695万円 8.2％減
③
公
営
企
業
会
計

水道事業 71億 661万円 3.4％増
公共下水道
事業 62億2,695万円 13.1％増

小計 133億3,356万円 7.7％増
合計 1,006億6,851万円 0.8％増

①一般会計…福祉や教育など市の基本的な経費
を扱います。
②特別会計…国民健康保険や介護保険などの事
業を行う場合、特定の収入をもってその支
出に充てるため、別に会計を設けています。
③公営企業会計…地方公共団体が経営する「企業」
の会計のことで、事業の経営に伴う収入をもっ
てその費用に充てる独立採算制をとっています。


